
嵯 ‰

子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか

職員の配置数や専門性は適切であるか

:窪舅lξ甦
1轟盲製瀑鬱濫 ∬

雷     尚
せた空間となつているか

暑財r

適
切
な
支
援
の
提
供

肇

i輻
容が設定さ祖ているか

児童発達支援計画に沿つた支援が行われて

いるか

活動プログラム
iliが

固定化しないよう工夫され

ているか

警韮昆重銅電

運営規程、利用者負担等|こついて丁寧な

言党明がなされたか

1畷
食羹鰍 蹴 馨誌

,マ辱71`蕩7甦ξテ弓『者与子llt、1黛

アレ

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの健康や発達の状況、課題 |こ)いて

共這り里角準ができているか

冨琴駈蒙 獲襟房覇]およ∫
児に

保
護
者
へ
の
説
明
等

回
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笛薔『濯難 磋奪 獣
ているか

子どもや保護者からの写肇キョ41議tl
灘羨鸞臨賜寵衡鮮雷な

離誌侵看誕肩唇鳥霧「
や情報伝達

を々
酪VL轟編編戴子どもや保護者
に対して発信されているか

個人情報の取扱いに十分注意されているか

1首i電

罰        聖[

芭鰤 鰍 繹 看絆
救`

子どもは通所を楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか

(注釈)

i「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この音5屋でイ可をするのかを示せるように、机や本棚の酉己置など、子ども本人に

わかりやすくすることですo

ll「児童発達支援」は、児童発達支援を利用するイ固々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活

全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、

支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことですoこれは、児童発達支援センター又は

児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。

ill「 活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のことです。子どもの障害の

特性や課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されていま。

Ⅳ「ペアレント・トレーニング」は、保護者が子どものイ予動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方

等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。

(保護者等の皆様へ)

oこの児童発達支援評価表は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所を利用しているお子さんの保護者1等の

方に、事業所の言平価をしていただくものです。

「はい」、「どちらともいえないJ、「いいえ」、「わからない」のいずれかに「○」を言己入していただくとともに、「ご意見」についても

ご記入ください。
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